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1. はじめに 
情報システムの開発者はシステムの振る舞い

と全体構造を把握するために，ダイアグラムを

用いて効率的に開発を行う．同じシステムにつ

いての異種ダイアグラム間に関係が存在し，そ

の関係性を利用した開発が有効である[1]．本稿

ではトランザクションの観点で状態遷移図を用

いて分析を行い，ER 図を抽出する方法を提案す

る．まず，システムを構成するトランザクショ

ンごとに状態遷移図を作成する．状態遷移図の

状態をつなぐアークのラベルに，読み出しや更

新などのデータベース操作とその対象となる情

報を加えて精密化する．この精密化した状態遷

移図から，ER 図の構成に必要な実体，属性，関

連の情報を抽出する．状態が遷移するための条

件から，属性，状態名を元によく使われる属性

を抽出できる．この分析方法に基づいて状態遷

移図の生成から ER 図生成までナビゲートするシ

ステムを実装した． 

 

2. 研究目的 
データベースやこれに対応する ER 図に必要な

エンティティを把握・列挙し，これらのリレー

ションシップを把握することは，必ずしも容易

な作業ではない．このため，トランザクション

からエンティティとリレーションシップを抽出

するナビゲーションシステムを提案する． 

先行研究[2]で，トランザクションを分析して，

ER 図のエンティティとリレーションシップの抽

出した．しかし，ER 図に必要な属性全てを取得

することを行っていなかった．本研究では，ト

ランザクションからエンティティ，リレーショ

ンシップ，属性の情報を抽出する方法とこれを

実現するナビゲーションシステムを提案する． 

従来手法では，手作業で属性を設定すること

により ER 図を完成させていたが，このシステム

では属性を自動で設定することができるように

なるため，属性を設定するというユーザの負担

を軽減する効果がある． 

 

 

 

 

3. 提案手法 
トランザクションを表す状態遷移図にデータ

ベース操作とその対象となる情報を加え，精密

化された状態遷移図を作成し，この状態遷移図

を ER 図に変換する．これにより，ユーザが改め

て ER図を作成する手間を省くことができる． 

またこの分析で使われるトランザクション名/

処理名/状態遷移図の状態名/遷移する際の条件

を元に ER 図でよく使われる属性[4]を抽出する．

これに加え，遷移する際に出力情報（利用者情

報や商品情報など）とその具体的なパラメータ

（利用者名や利用者 ID）を入力させることでよ

り詳細に属性を取得できる機能を追加する．こ

れを実現するナビゲーションシステムを実装し

た．分析の過程とその機能は次節で述べる． 

 

 
図 1 提案手法の全体像 

 

4. ナビゲーションシステム 
提案手法を元にシステムを実装した．例とし

てオンラインショッピングシステムに適用し，

その手順を示す． 

 

 
図 2 ナビゲーションシステム 
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4.1 トランザクションと各手続きを編集 

状態遷移図の基本情報であるトランザクショ

ン名と，操作主，状態を入力する．表１に利用

した操作主とトランザクション名を示す．状態

遷移図の各状態は”待ち”状態で登録する． 

なお，ここで入力した操作主をリソース系エ

ンティティ（赤），トランザクション名をイベ

ント系エンティティ（緑）として取得し，リレ

ーションシップを設定する． 

 

表１ 操作主とトランザクション名 
操作主 トランザクション名

利用者 ログイン

共通 商品検索

利用者 カート追加

利用者 注文

要員 商品情報登録

利用者 利用者登録

利用者 利用者情報変更

要員 商品情報変更  
 

4.2 各トランザクションの詳細情報を設定 

状態が遷移する際の処理(または条件)，出力情

報，出力内容，*Action Type を入力し精密化した

状態遷移図(図 3)を作成する． 

（*Action Type とは，トランザクションによるデータ

ベースに対する処理のことであり，「登録」「検索」

「更新」「照合」「削除」「遷移」の 6種類から成る．） 

 なお，処理と出力情報からなる CRUD図を活用

し，分析を進めることでより詳細に分析する．  
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図 3 精密化した状態遷移図 

 

次に精密化した状態遷移図を元に ER 図に必

要な情報を抽出する． 

① 各状態間の処理をイベント系エンティティ，出

力情報をリソース系エンティティとして取得す

る．また，この処理と出力情報の間にリレーシ

ョンシップを設定する[2]． 

② 各状態名から”待ち”や”処理に関する文言”

を除いた文言からよく使われる属性，状態が

遷移する際の条件，出力情報のパラメータか

ら属性を取得する． 

 

4.3 状態遷移図と ER 図を出力 

状態遷移図と各トランザクションあるいは

システム全体の ER図を出力する（図 4）． 

ログインID(PK)
ログイン者名
ログイン日時
ログイン番号
ログインID(FK)
利用者ID(FK)

ログイン

商品検索ID(PK)
商品検索者名
商品検索日時
商品検索番号
閲覧商品選択
共通ID(FK)
商品ID(FK)

商品検索

カート追加ID(PK)
カート追加者名
カート追加日時
カート追加番号
カート追加ID(FK)
利用者ID(FK)
商品ID(FK)

カート追加

注文ID(PK)
注文者名
注文日時
注文番号
決済
注文確定
本人確認
利用者ID(FK)
商品ID(FK)
クレジットカードID(FK)

注文

商品情報登録ID(PK)
商品登録者名
商品登録日時
商品登録番号
要員ID(FK)
商品ID(FK)

商品情報登録

利用者登録ID(PK)
利用者登録者名
利用者登録日時
利用者登録番号
利用者ID(FK)

利用者登録

要員情報登録ID(PK)
要員登録者名
要員登録日時
要員登録番号
要員情報登録ID(FK)
要員名
要員ID(FK)

要員情報登録

照合ID(PK)
照合者名
照合日時
照合番号
ログインID(FK)
利用者名
ID
パスワード
利用者ID(FK)

照合

決済ID(PK)
決済者名
決済日時
決済番号
注文ID(FK)
商品情報登録ID(FK)

決済

利用者情報更新ID(PK)
利用者情報更新者名
利用者情報更新日時
利用者情報更新番号
利用者登録ID(FK)
利用者情報変更ID(FK)
更新日時
利用者ID(FK)

利用者情報更新

商品情報更新ID(PK)
商品情報更新者名
商品情報更新日時
商品情報更新番号
商品情報変更ID(FK)
商品ID(FK)

商品情報更新

住所変更ID(PK)
住所変更者名
住所変更番号
住所変更更新者名
住所変更更新日時
利用者ID(FK)

住所変更

注文明細ID(PK)
注文ID(FK)
注文数量

注文明細

利用者ID(PK)
利用者名
利用者番号
ID
Pass
更新日時
ログインID(FK)
利用者ID
パスワード

利用者情報

共通ID(PK)
共通名
共通番号

共通情報

要員ID(PK)
要員名
要員番号
更新日時

要員情報

商品ID(PK)
商品名
商品番号
更新者名
更新日時
カテゴリー
更新記録
価格

商品情報

クレジットカードID(PK)
クレジットカード名
クレジットカード番号
更新者名
カード番号
有効期間
利用者名
注文ID(FK)

クレジットカード情報

 
図 4 システム全体の ER図 

4.4 SQL 出力 

精密化された状態遷移図と抽出した ER 図か

ら SQLを出力する． 

5. 評価・結論 
 トランザクションを分析することで属性も含

めて ER 図を出力できることを確認した．特にト

ランザクション名/処理名/状態遷移図の状態名/

遷移する際の条件から属性を取得することでよ

り容易に ER 図を作成することができた．また

CRUD 図を使うことで処理と出力情報の関係が明

確になったため，分析の漏れを減らすことが期

待できる． 

 

6. おわり 
このナビゲーションシステムを用いることで

トランザクション分析から ER 図を抽出すること

がスムーズに行われることを確認した． 

また，今後はこの抽出した ER 図で構築したデ

ータベースを運用することで有効性を示したい

と考えている．このための足掛かりとして出力

した SQL を用いてデータベースを構築できるこ

とを確認した． 
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